
 

氷高アクションプラン －１－ 

  重点項目   学習活動 

  重点課題   自主的学習態度の育成と授業の改善 

  現  状 

 

  

  

 

・平日の家庭学習時間が２時間以上の生徒(平成21年度、普通科)                   

 

 

  11月調査(定期考査後)  １年 44％  ２年 23％  ３年 63％  全学年 46％  

   11月調査(定期考査直前)   １年 71％  ２年 55％  ３年 76％  全学年 69％ 

・週末課題や小テストによる計画的・自主的な家庭学習習慣の定着、互研授業の実施等によ

る授業の質の向上、自然科学コースの探究活動の充実を図り学力向上に努めている。 

 

  達成目標 

 

  

① 平日の家庭学習時間が２時間以上の生徒の割合 

(普通科対象) 

② 互研授業の実施 

 

６０％以上 １人年間２回以上 

  方  策 

 

 

 

 

 

 

・進路指導部、特活部、学年との連携を密に

し、進路統一ＨＲなどを取り入れながら早

期に進路目標を立て、その実現に向けて学

習に取り組むよう指導する。 

・学習計画表をもとに、こまめな面接指導等

を行い、適切な助言を与え、生徒の家庭学

習を支援する。 

・計画的に週末課題や小テストを実施し、家

庭学習習慣を定着させる。 

 

・１学期中に１回、２学期中に１回、互研授業

を実施して、授業の質の向上を図る。 

・学習シラバスを作成するとともに、教科部会

を開催し指導法及び 内容の検討を行う。 

・正味50分の授業確保に向けて、引き続き生徒

と教員が共に努力する。 

 

  達 成 度 

 

３２％（10月調査） 

４４％（11月調査） 

実施率１００％ 

（2期間） 

  具体的な 

  取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月調査(中間考査直後)(10/21～10/27) ・互研授業実施期間 

 

 

 

 １年 ２年 ３年 全体  

 

［１学期］ 

５月３１日(月)～６月４日(金) 

 ［２学期］ 

   １１月８日(月)～１２日(金) 

・１学期は、授業担当者が指定する授業を、２

学期はその期間中のすべての授業を公開す

る形で実施した。 

・授業を指定した１学期の方が参観する先生の

数が多かった。（教室の窓等を開けて授業を実

施していることも関係があると思われる）若

い先生方も増えており、有効に活用されてい

る。 

 

平日 20％  7％ 68％ 32％ 

休日 55％ 21％ 74％ 49％ 

 

11月調査(期末考査直前)(11/21～11/27) 

 

 

 

 １年 ２年 ３年 全体  

 

 

平日 36％ 17％ 78％ 44％ 

休日 63％ 60％ 82％ 68％ 

 

・１、２年生とも学習時間が例年に比べて極

端に尐ない。調査時期を中間考査直後に変

更した影響もあろうが、期末考査直前につ

いては条件が同じことから、詳細な原因を

学年とともに究明していきたい。 

  評  価 Ｄ Ａ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

・次年度以降も継続して取り組むとともに、

学習時間の増加を目指して学年などとの

連携を図りながら工夫していきたい。  

 

・１、２学期ともすべての授業を公開する形で

実施したい。また、参観後に意見交換の場を

何らかの形で取り入れたい。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 

 

 

 



 

氷高アクションプラン －２－ 

 重点項目   学習活動 

  重点課題  専門学科における魅力ある教育活動の推進 

  現  状 

  

 

 

 

 

・新高校では、農業科学科、海洋科学科、ビジネス科、生活福祉科の4学科3学級が新設され、商

業科(2・3年)とともに、専門的な知識・技術の習得と体験的学習の重視、学習意欲の向上、資

格取得を通した目的意識の醸成、進路実現などに向けた取り組みについて一層の充実を図る必

要がある。 

・商業科では、計画的な資格取得を指導しており、全商１級検定合格者数の平均延べ人数は33

名(過去3カ年平均)となっている。 

  達成目標 

  

 ① 専門学科で学ぶ満足度  ② 資格検定1級合格者数(延べ人数) 

８０％以上 ３５名以上 

  方  策 

 

 

 

 

 

・各学科の学習や｢ＨＩＭＩ学｣等を通じて、専門教科を学ぶ意義を体感させ、学習意欲の向上に

つなげる。 

・専門技術者等による講習会や校外学習、補習や小テスト等の実施により、効果的な指導方法の

工夫改善に努める。 

・生徒各自の能力や適性、進路希望等を把握し、3年間を見通した継続的な指導により、資格取

得や進路実現に向けた目的意識を高めさせる。 

  達 成 度 ８４％ ７５名 

 具体的な     

  取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・農業科学科では、新潟大学、富山県立大学、東京農業大学の先生を招聘し、先進的な農業・環

境分野について学習した。更に、ＮＰＯ法人、農業生産法人等の団体や、一流レストランシェ

フ、篤農家との交流や、ボランティア活動の機会を設け、生徒の農業・環境分野への関心が高

まった。資格取得に関しては、危険物取扱者試験丙種合格率が80％で、２年次中には乙４類合

格率100％を目指している。 

・海洋科学科では、東京海洋大学、東京農業大学アクアバイオ科との連携講座や、地域の漁業、

水産加工関連団体から講師を招いてのHIMI学連携講座を実施した。生徒はこれら学習や海岸清

掃等の地域ボランティア活動を通して、専門分野への関心を高め、奉仕の精神を学んだ。資格

取得に関しては、危険物取扱者丙種12名、ワープロ検定3級16名、2級1名合格し、３月には食

品技能検定Ⅰ類全員合格に向け取り組み中である。 

・生活福祉科では富山短期大学等より、食物・保育・福祉に関する専門講座を実施したり、細越

のハトムギ生産組合を訪問し地域の食材を知りその活用法を研究した。また、保育実習や特別

養護老人ホームでのボランティアを実施し専門教科への関心を高めた。資格取得に関しては、

食物調理検定３級に38名が合格した。 

・商業･ビジネス科では、チャレンジショップの企画･運営や検定に向けた特別補習を実施した。

検定結果は、次表のように過去の実績を大きく上回った。 

・これらの取り組みにより、「専門学科での学習は、自分の将来にとってためになる」と答えた

生徒が９５％を占め、高い満足度を得ている。 

        全商検定１級取得状況（Ｈ23年3月14日現在） 

 

 

 

 

 ２年 ３年 計  

 

 

 

簿記   ２４     ４       ２８ 
情報処理(ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報部門)     １     ６        ７  
英語     ０      １        １  
ワープロ     ７     ８      １５ 
商業経済   １２   ２    １４ 
珠算・電卓(電卓)    １６       ８      ２４  

            計           ７５ 

  評  価 Ａ Ａ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

・生徒各自の適性や進路希望に応じ、

３年間を見通した継続的な指導方法

を工夫する。  

・きめ細かな指導を継続し学習の定着を図るとともに、

生徒の学習意欲を高め、さらに多くの１級科目に挑戦

するよう指導方法の改善を図る。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 



 

氷高アクションプラン －３－ 

  重点項目   進路支援 

  重点課題  ３年間を見通した進路指導の取り組み 

  現  状 

  

 

 

 

 

・自己の能力・適性をつかみきれていないため、進路目標の設定が遅れがちである。(本年４

月調査では、未定の生徒が１年で27人、２年で4人いる。) 

・第３学年進路希望状況(本年４月調査)                              

          大学 短期大学 専門学校   就職  その他    計   

  

 

  普 通 科 １２１名    ９名   ２１名    ３名     ３名 １５７名 

  商 業 科   １２名    １名     ７名   １８名   １名   ３９名 

・学習する習慣が十分に身についていない傾向があるので、学習習慣の定着に努めている。 

・進路意識及び学習意欲を高めるための活動や面接の充実に努めている。 

 

  達成目標 

 

① ４月の第１志望校種合格率 ② 就職率 

９０％以上 １００％ 

  方  策 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進路意識の向上に向けて、３年間を見通した進路指導体制を確立する。 

１年次 「進路講話」「職業人講話」「文理選択」 

  ２年次 「大学訪問」「学部学科の研究」「卒業生と語る会」 

  ３年次 「進路ガイダンス」「進路講話」「オープンキャンパス」「就職説明会」「会社訪問」 

・一人ひとりに応じた面接指導を行うため、年間計画の中で面接週間を位置づけ、生徒１人

あたり、１・２年は年間３回以上、３年は年間５回以上実施する。 

・小テスト、週末課題の提出、補習（第３学年）を計画的に実施し、学力補充と基礎学力の

定着を図る。 

・Ｈ・Ｒ時の進路指導を充実させるため、「進路ノート」を活用し、各学期に統一Ｈ・Ｒを設

定することにより進路研究を進める。 

 

  達 成 度 ８０％ （3/23現在） １００％ （3/23現在） 

  具体的な     

  取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

・４月の第１志望校種の合格率 ８０％ 

・各学校の合格者数（延べ数） 

国公立大学     ３３名 

私立大学     １４５名 

国公立短大      ４名 

私立短大      ２８名 

専修学校      ４６名 

その他        ３名 

 

・就職希望者２６人、就職内定者２６人  

・前年度から9月の内定が容易ではない状況に

なっている。資格取得を奨励するとともに、

就職希望者には早くからガイダンスを行い、

個別に書類の書き方や面接指導を行うなど

丁寧に対応した。 

 

 

 

  評  価 Ｄ Ａ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

 

 

・進路意識の向上に向けて、一層取り組みを

充実させる。そのため、ホームルームや総

合の時間を有効に利用する。また、学力の

定着を図るため低学年の早い時期から指

導に力を入れる必要がある。 

 

・就職試験合格のため、早くから意識を持たせ

資格取得や学業及び生活面での指導を徹底

する必要がある。また、企業とも情報交換を

積極的に行い、生徒との面接に活かしていき

たい。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 

 

 

 

 

 



 

氷高アクションプラン －４－ 

  重点項目   学校生活 

  重点課題  品性を高めあう態度の育成 

  現  状 

  

 

 

 

・生徒の品性を高めあう活動として、夏・秋の「さわやか運動」や校風委員会による早朝挨

拶運動(平成21年度は年間51日間)を行っている。 

・服装指導は、各学期２回全校集会時に服装検査を実施している。 

・清掃は毎日行い、さらに月に１度「クリーンアップディ」を設定し、清掃の徹底及び美化

意識の向上を図っている。 

 

  達成目標 

 

① 氷高さわやかディへの参加者 ② 清掃徹底の日  

年間４００名以上 年間１２回以上 

  方  策 

 

 

 

 

 

・「氷高さわやかディ」と称し、毎月1日、

15日を基準に、朝の挨 拶運動を実施(

年間13回)する。 

・「氷高さわやかディ」の活動は、１･２学

年で年間１回各クラス単位で参加する。  

・服装指導については、違反者の事後指導

をねばり強く行うとともに全職員が統一

性・一貫性のある指導を行う。 

 

・月１回｢クリーンアップディ｣を行い、全校生徒

に清掃の徹底を促す。 

・生徒保健委員会と生徒ボランティア委員会が協

力し、学期に１回校舎外の環境美化にあたる。 

・校舎内の「拭き掃除」を定期的に取り組み、清

掃の仕方を改善し、床掃除の徹底を図る。 

  達 成 度 ４９６名 年間１９回 

  具体的な     

  取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝8:10～8:30まで､次の通り、挨拶運動を 

 実施した。 

･４･８･３月以外の毎月「クリーンアップディ」

を実施した。保健委員と保健厚生部職員が清掃

後の点検を実施し、清掃が不備な箇所の担当者

へ改善を促した(９回)。 

･学期毎の始・終業式に大掃除を実施し、保健委

員を中心に、清掃用具の 点検やダスキンモッ

プの交換を行うなど、校舎内外の環境整備に努

めた（６回）。 

･体育大会後や学校祭後の始業前に清掃を実施し

た（２回）。 

･夏期休業中にワックスがけを行った（２回）。 

･モップ絞り機を買い増し、コンクリート製廊下

を中心に、水拭きを徹底した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 実施日 担当  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 １５日 ２１Ｈ 

５月 １５日 ２２Ｈ 

６月 １日 ２３Ｈ 

６月 １５日 ２４Ｈ 

７月 １５日 ２５Ｈ 

９月 15日･24日 １１Ｈ 

10月 １９日 １２Ｈ 

11月 １５日 １３Ｈ 

12月 １５日 １４Ｈ 

１月 １４日 １５Ｈ 

２月 １５日 １６Ｈ 

３月 １５日 １７Ｈ 

・参加者数は、合計４９６名であった。 

 

 

２年生 １９４名  

 １年生 ３０２名 

  評  価 Ａ Ａ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

・９割以上の生徒が「氷高さわやかディ」

に参加、約８割の生徒が挨拶を交わして

いる。根気よく挨拶の大切さを呼びかけ、

元気よく挨拶を交わす必要がある。 

 

･アスタイル製の廊下用の掃除用具を装備し、さ

らに校舎内の「拭き掃除」を定期的に取り組む

など、清掃の仕方を改善し、床掃除の徹底を図

る。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 

 



 

氷高アクションプラン －５－ 

  重点項目   特別活動 

  重点課題  自ら学ぶ力を身に付ける活動の充実 

  現  状 

  

 

 

 

 

・新高校における1年次の｢ＨＩＭＩ学｣の開設に伴い、地域の企業や研究団体、大学等との連携

を図り、最先端のものの見方や考え方に触れ、自分の将来や生き方、社会との関わりについて

意識を高める活動を推進する必要がある。 

・地域と連携した活動への参加を積極的に進めている(参加者：H20年度200名、H21年度268名)が

福祉施設や地域の奉仕活動への自主的参加者は尐ない。 

・H19年度の生徒一人あたり図書の貸出冊数は1.5冊(H20･21年度は図書データベース化のため貸

出停止)であり、高校生の読書量としては不十分である。 

 

  達成目標 

  

① 地域交流･体験的活動等への参加 ② 生徒一人あたりの年間図書貸出冊数 

・体験的･学究的活動   ２回以上 

・地域交流活動等参加数  280名以上 

２冊以上 

  方  策 

 

 

 

 

 

・｢ＨＩＭＩ学｣において､生徒の興味や関心等に応じ

た講座の選択、体験的･学究的な活動、専門技術者

等による講習会、他学科との合同学習等を通して自

ら学ぶ力を身に付ける。 

・校内に地域交流活動等の掲示板を設置するとともに

ボランティア活動推進委員会をはじめ、農業･水産･

家庭の各専門学科の生徒クラブも参加し、地域交流

活動を実践する。 

 

・図書館利用のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの実施、読書会

や教養講座の開催、学級文庫の充実、｢

図書だより｣の発行、新着図書案内の発

行等を通して、読書に興味・関心を持

たせる取り組みを工夫する。 

・図書に親しみを持てるよう、図書館を

利用した各教科の授業を積極的に推進

する。 

  達 成 度 体験的・学究的活動 ３．４回(1講座当り平均) 

地域交流活動等参加数 ２４９名（3月11日現在） 

１．０冊（3月11日現在） 

  具体的な  

  取組状況 

 

 

 

 

 

 

・1学年の全学科で14講座を展開する｢ＨＩＭＩ

学｣では、各講座とも外部講師による講演やフ

ィールドワークを尐なくとも年間2回以上実

施し、2月に全体発表会を開催する。 

・農業･水産･家庭クラブやボランティア推進委

員会を中心に活動した。 

［地域交流活動への参加者数］ 

海岸清掃   40名  漁港清掃  19名 

通学路清掃  30名  保育園訪問 39名 

環境保全活動 38名 

福祉施設等イベント補助 83名 

 

・読書会･教養講座を年2回実施、学級文

庫の設置(１年教室)、「図書だより」

月 1 回の発行などを通して、読書活動

の推進に努めた。 

・国語の授業にｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを行うなど

読書指導の充実に努めたが、総合的

な学習の時間を十分に活用できな

いなどの制約があり、年間の図書貸

出し総数は 658 冊(生徒一人当たり約

1.0冊)であった。 

＊貸出し冊数には学級文庫を含まず 

  評  価 Ｂ Ｃ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

 

 

・｢ＨＩＭＩ学｣では、今後も外部講師の活用や

フィールドワークの実施など魅力ある教育活

動の実践に取り組んでいきたい。 

・ボランティア活動は、一部の生徒に偏ること

なく、掲示板などを通じて広く一般生徒への

参加を呼びかけていきたい。 

 

・ホームルームの時間での全クラス

の図書館の割り当て、授業での積

極的利用の促進、オリエンテーシ

ョンの時間の確保等で生徒が図書

館へ足を運ぶ機会を増やし、図書

に親しむ一助としたい。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 

 

 



 

氷高アクションプラン －６－ 

  重点項目   家庭との連携 

  重点課題  保護者との連携の充実、ＰＴＡ活動の充実 

  現  状 

  

 

 

・｢氷高ほっとメール｣の参加者が徐々に拡大され、5月現在の利用者は、約48％である。また

保護者アンケート(H21年度)では、学校の教育活動について、86%が満足しており、学年研

修会や学期末の保護者会は参加者が多い。一方では､PTA総会や各種委員会主催の活動への

参加は15%にも満たない状況である。 

 

  達成目標 

  

① ＰＴＡ活動参加率 ② 「氷高ほっとメール」への参加者 

６０％以上 ３５０名以上 

  方  策 

 

 

 

 

・ＰＴＡ総会をはじめ、保健体育委員会主催

研修会や年2回のさわやか運動等において

他の分掌との連携を図り、より多くの保護

者が参加するＰＴＡ活動となるようにす

る。 

 

・学校の活動状況等を保護者にリアルタイムに

届ける｢氷高ほっとメール｣への参加をPTAの

諸会合において呼びかける。｢氷高ほっとメ

ール｣の内容の充実を図る。 

  達 成 度 ４３％ ３５６名（3月23日現在） 

  具体的な   

  取組状況 

 

 

 

・各学年のPTA研修会では、参加率が58

～71％と開きがあったものの、積極的

な参加が見られた。一方、PTA総会の

参加率は15％と相変わらず低い。この

ため、同時開催の役員会では、参加者

が尐なく開催できない委員会もあっ

た。 

・夏・秋の年2回実施のさわやか運動は

12％の参加率であったが、参加者の実

数は80名と年々増加している。 

・なお、PTAと保健厚生部の合同開催の｢

食育講座｣は、全参加者41名のうちPTA

の参加は17名と尐なかったが、実施後

のアンケートでは、多くの参加者から

｢ぜひ多くのPTAの方にこの企画を紹

介してほしい｣との意見を得るなど好

評であった。 

 

・昨年度の参加者数は２６０名であり、９６名

と大幅に増加している。因みに参加率は、１

年で５９％、２年で５５％、３年で３９％で

あり、緊急時の連絡におけるこのシステムの

有効性が、次第に保護者に理解されつつある

といえる。 

・送信回数は現在３１回で、昨年度と同程度で

ある。内容的に見た場合、県および本校から

の不審者情報、鳥インフルエンザの発生に対

する学校の対応、大雪に関わる学校の対応、

学校行事に関わる情報（休業・考査・文化祭・

発表会など）などで、単に不審者情報・緊急

連絡のみならず、学校行事に関する多様な情

報の送信をおこなった。 

・１回に複数の情報を送信する場合が多く、読

みづらかった事が反省点である。 

  評  価 Ｃ Ｂ 

  次年度へ 

  向けての 

  課  題 

 

・学校と家庭との連携の一層の充実を図

るため、PTA総会の開催に併せ、例え

ば講演会や授業参観を企画するなど、

多くの方々に参加いただけるよう工

夫していきたい。 

 

・参加数は着実に増加しているが、今後とも、

入学者説明会などで保護者に有効性をご理

解いただき参加者を増やすことで、緊急時に

より多くの生徒への連絡が迅速・的確に行え

るようにしたい。 

 （評価基準） Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった 


